第８５回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　　　平成２４年７月１８日（水）午後６時～
２．開催場所　　　　　沼津市魚町１番地サンフロントビル　３Ｆ　会議室

３．委員の出欠
委員総員　　　６名
出席委員数    　４名

　　　出席委員氏名　　　清水　義一

荻生　昌平

               井上　純代
千野慎一郎
欠席委員氏名　　　保坂　典子
渡邉　勝也

放送事業者　　　佐藤　恭平、諏訪部和雄
　　　　　　

４．議　　題
平成２４年７月１１日（水）１９：３０～２０：００　放送。

番組名　「Ｔake Ａction!!沼津ＹＥＧ!」
毎月第２水曜日の１９：３０～２０時００分まで放送。
５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（会社側：佐藤）　　審議委員の皆様、お忙しい中ご出席賜り、ありがとうございます。今回は第85回番組審議会になります。本日ご審議頂きますのは４月からの新番組で「Ｔake Ａction!!沼津ＹＥＧ」です。毎月第２水曜日１９時３０分から２０時までの生放送番組です。

提供は沼津商工会議所青年部です。ＹＥＧとは、「Ｙoung Ｅntrepreneurs Ｇroup（若き企業集団）」の略称で、沼津商工会議所の事業活動を担う団体です。現在若手経営者・後継者など約２００名が、自らの企業の発展を原点として、さらに地域社会への貢献を考え、それぞれの夢に、若さと情熱をもってチャレンジしています。この番組は、沼津商工会議所青年部 沼津ＹＥＧ の活動最新情報をお届けするとともに、若き企業家をクローズアップします。この番組では３０分に亘って、沼津ＹＥＧの「情熱」をお届けします。

本日は委員４名出席、２名が欠席です。過半数を満たしておりますので本日の番組審議会は成立しております。

ご審議の程宜しくお願いいたします。

（会社側：佐藤）　それではお聴き下さい。
（　番　組　聴　取　）・・・
（会社側：佐藤）　それでは、清水委員長、ご審議の程よろしくお願いいたします。

（清水委員長）　　それでは千野委員からお願いします。

（千野委員）　　　この番組はいつから始まりましたか。

（会社側：佐藤）　今年の４月からスタートしました。

（千野委員）　　　全体的に地域のイベントなどや各会員の状況がつかめて、私は良かった思います。会議所青年部については３年前には１００人程度でしたが、昨年は１５０人を突破し、年々会員が増えて驚いています。私も２年間ＯＢでした。商工会議所は昔、工業部と商業部があり、それが一緒になって青年部になった。５０歳近くになると会員の中には結構中堅の経営者がいて、いろいろな活動をしていて非常に期待感があり、自分が会員だったので楽しみな番組です。構成は、地域のイベントなどや会員の紹介ですが、会員としてこのような形で紹介されますと張り合いがありますね。フレッシュで良い番組だと思います。

（清水委員長）　　井上委員お願いします。

（井上委員）　　　私もこの地区の会員の活動状況を知ることが出来て、大変良いと感じました。番組中の「Ｙ、Ｅ、Ｇの扉」の構成はとても面白いと思います。ただ、最後に曲がかなり長くありました。お話がずっと続いていましたので、番組中間の「Ｙ、Ｅ、Ｇの扉」の前に入れたら、一呼吸の意味で良かったのではないかなと思いました。そしてドアのノック音が良くない。もっと高級感のある音にしたいですね。良い番組が安っぽく感じてしまう。内容的には大変面白く、地元のことを知ることが出来て良かったと思います。
（清水委員長）　　続いて荻生委員お願いします。

（荻生委員）　　　全体的に良かったと思います。ドアの話がありましたが、番組構成のドアのセッティングが非常に素晴らしい。区切り方が良かった。最後の曲については、長いなと思いますね。これは番組時間の調整ではないかと思います。

番組を聴いていて個人的なＣＭが強いように聴こえますが、そうではなくて一つの情報として受けられる。ＣＭではなくて地域情報として受けられる要素があり、良いなと思いました。知らない面もありましたし、聴いていて別に不愉快にならない。

予算のことを訊きますが、これは会議所青年部の提供ですね。出演者も負担するのですか。

　　　

　　　（会社側：佐藤）　会議所青年部の提供ですが、一部出演者も負担しています。

（荻生委員）　　　いいことですね。商工関係が個々に活動し、浸透して細胞的な役割になる。もっとこれが盛んになって行けば沼津も栄えて行くと思いますね。今まで物事を何か大きく捉えていて、なかなか地域に結びついていかない。こういう個々の活動は面白いと思います。これが何かＣＭ臭くて聴きづらいのではなく、情報として入って行くのは素晴らしいとことだと思います。続けて欲しいですね。

（清水委員長）　　１ヶ月第２週の１回だけの放送ですか。

（会社側：佐藤）　第２週水曜日の１回です。

（清水委員長）　　沼津のいろいろな状況はインターネット等で調べることが出来ますが、ラジオから音で聴こえてくるということが大切ですね。沼津の賑やかさや活気を感じることが出来る。毎週放送して欲しいですね。

　　　　　　　　　　　

　　　（会社側：佐藤）　予算や出演者などの手配の問題がありますが、まずは月２回の放送にすべき先方にお願いをしているところです。

　　　（清水委員長）　　今までにない番組で大変いいと思いますね。0是非続けて欲しいですし、放送回数を増やして欲しいですね。

　　　（清水委員長）　　次回の番組審議会は９月７日（金）に開催予定といたします。以上で番組審議会を終了いたします。

　　　（会社側：佐藤）　本日はどうもありがとうございました。

６．審議会での意見についてとった措置について
　　各委員からの意見や感想については今後の自社制作番組に生かし、より良い番組作りをする検討材料としました。

　　　ご指摘を受けた点は番組担当に伝え、改善するように指示しました。

７．審議会の内容の公表
　　　弊社ホームページにて公表する。
　　　

８．その他の参考事項
　　　

次回の番組審議会は平成２４年９月７日（金）午後６時より行う予定です。
様式６－２








